
≪宮城 ･ 仙台
一

良問教育機関の不登校支援の取り組み知ら≫

不登校儒僧 へ の取り組み
- いじめ ･ 発達障がい ･ ‥ など ｢

基調講演

不登校解消 へ

星磋名古屋中学校の取り組み

講師: 安部 雅昭氏 星磋名古屋中学校 校長
L

星磋名古屋中学校は､ 名古屋市の ｢ 旧名古屋市立六反小学校を活用 した不登校対

応の私立中学校誘致事業提案｣ において選定され平成2 4 年4 月 に開校 した ｡

安部先生は開校前より不登校予防の システム作りなどに関わり､ 平成2 6 年より校

長として不登校の改善に向けた取りくみを行 っている ｡

安部校長は星磋国際高等学校仙台学習センタ
ー の初代セ ンタ

ー 長 と して ､ 宮城県

内の不登校や発達障がいなどの課題を抱えた生徒の指導にあ っ た経験もある｡

シ ンポジウム

不登校解消 へ 民間教育機関の取り組みと連携

パネリスト(敬称略) 星磋名古屋中学校

フリ
ー スク ⊥ ルだいと

コ 一 声イネ 一 夕 ー ミヤギユ ー スセンタ
ー

安部 雅昭

石川 昌征

土佐 昭 一 郎

《個別相談 ･ 無料》

日 時 : 平成2 9 年7 月 1 6 日( 日) 1 3 時 ～ 1 6 時

参加費 : 無 料

会 場 : みやぎN P O プラザ 瑠ケ 岡公国北口前
JR 瑠ケ岡駅徒歩7 分

･ 無料駐車場有り ( 台数制限有り)

定 員 : 3 0 名 ( 予約優先 ･ 当時参加も可能)

《お問 い合わせ & 申込み先》
･ フリ ー スク ー ルだいと
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学校法人国際学国 星楼名古屋中学校

他県 にお い て 運営され て い る中学校 ､ 高等学校で の指導経験から ､ 不登校等 の課題を抱える 生

徒の特性等に鑑 み ､ 精神的な自立を前提 に した 生徒 の認知欲求と知的好奇心 に適切な教育が

必要で あ る との考えを 基本 に お い た提案 で あ っ た ｡ 指導方針には ､ ｢ 共感理解教育｣ や ｢ 基本

的な生活習慣と社会性｣ 等を掲げ､ 情報通信技術等を活用 した不 登校生徒 へ の段階的指導や ､

複数教員による協力指導の徹底等 ､ 生徒
一

人 ひ とりの状況に最適化 した社会適応 ､ 社会 的自

立 へ の取組み に繋がる指導を学校運営の柱に据えて い る ｡ 特に ､ 個別指導計画書の作成などに

より不 登校等 の背後に ある 問題を詳細 に分析しながら個別に対 応 しよう とす る姿勢が読 み 取

れる点や ､ 教員 に対する専門研修をより実効性 のあ るもの とするため ､ 系列 の大学や研究機関
と連携した具体的な計画が提案され て い た点等が高く評価された ｡

(名古屋市 ｢ 旧名古屋市立大反小学校を活用 した不 登校対応の私立 中学校誘致事業提案競技｣ 決定の概要/ 抜粋)

講師 ･ パネリス ト プロ フィ ー ル

安部 雅昭 (あぺ まさあき)

不登校 ･ 発達障害の児童生徒や若年労働者雇用促進事業において ソ
ー

シ ャ ルス キル トレ
ー

ニ ン

グなどの教育活動を実践 ｡ また､ 教員 ･ 保護者 へ の コ ンサルテ ー シ ョ ン､ 教育相談を実施 ｡
コ

ー デ ィ ネ ー

タ
ー 養成講座や教員免許更新講習など､ 教育関係者へ の発達障害 ･ 不登校対応な

どに関する教育講演を多数開催｡ 星磋国際高等学校仙台学習セ ン タ
ー

長 ､ N P O 法人星瑳教育

研究所東北支部長などを歴任｡ ≡現在 ､ 星磋名古屋中学校校長 ､ 星瑳大学特任講師､ 東京都 の

巡 国相談心理士 ､ な どを兼務｡ (学校心理±)
共著 : ク ラス で育て るソ ー シャ ルス キルな ど

石川 昌征 ( い しかわ まさゆき)

公立高校教諭 ､ 私立高校教諭を経て ､ ｢ 関り合う学校｣ を 目指し ｢ フ リ ー ス ク
ー ルだ い と｣ を

設立 不登校小中学生の学び場所 ､ 通信制高校サボ
一 校 として の高校生 の学び場所を提供 し､ ｢ 知

識教育と ｢ 共感教育｣ を展 開 して い る ｡ 進路指導に重点を置き ､ 大学､ 専門学校 の合格など多

数の指導実績がある ｡ 県内外 の保護者対象の講演 ､ 企業向けの講演も多数 ｡

現在 ､ フ リ ー ス ク ー ル だ い と代表 ､ だ い と児童ク ラブ理事長
(小 ･ 中 ･ 高校教員免許 ､ 特別教育支援教育士 ､ 教育力 ウン セ ラ ー

､ L D 学会会員)

★ フリ
ー

スク ー ルだ い と (2 0 0 4 年設立)
学校らしくな い学校を目指す通信制高校サポ ー ト校 ､ 不登校小中学生 に対して学習とア ルバイ

ト､ ボラン テ ィ ア を組み合わせた支援で ､ ｢ 生き抜く力｣ を身に付けて社会復帰を目指す ｡ 民

間児童クラブを設立し､ 子育て支援にも重点をお い て い る ｡

土佐 昭 ｢ 即 ( とさ しよ ういちろ う)

中 ･ 高不 登校生や高校中退者 へ の 字画支援と進路指導を主とした自立支援の場として 2 0 0 1

年N P O 法人ミヤギユ ー スセ ンタ ー を設立 ｡ 中学不登校の高校進学 ､ 高校中退者や中卒者 の高卒

定試験合格､ 合格後の大学 ･ 専門学校進学､ 就職な ど､ 設立以来多くの実績がある ｡

そ の指導経験から不登校対象の進路説明会 ､ 教育相談会など開催｡ 大学や高校で の講演の他 ､

県 内外で保護者向け､ 支援者向けの講演も実施 ｡
現在､ ミヤギユ ー スセ ン タ

ー

理事長 ､ N P O 法人せ んだい ･ みや ぎN P O セ ンタ ー 常務理事など｡

( 中 ･ 高校教員免許 ､ 産業力ウン セラ ー

､ 教育力 ウンセ ラ ー

､ L D 学会 ､
日本キ ャ リア教育学会会員)

★ N P O 法人ミヤギユ ー スセ ンタ ー (2 0 0 1 年設立)
小中学校の 基礎学力の支援 ､ 中退者や不登校生 の進路支援として高卒認定試験合格 ､ 高校卒業
の サポ ー

トな ど､ ｢学習 と心の ケ ア ､ 生活改善｣ を中心 に支援 ､ 自立 した社会参加を目指す ｡

家族支援にも重点をおき ､ 母 子家庭 ･ 父子家庭の支援 ､ 低所得家庭 へ の支援などを実施 ｡ N P O

として 不登校支援おける全国 の先駆的存在 ｡




